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八月以降、大豆の収穫

シキュマ

ハモオリ

ジュウグヤ

九月、稲（もち米）の種浸け、種おろし

九月下旬～十二月に麦の種まき

五月、稲（もち米）の収穫

正月八日からサトウキビの収穫

正月中～下旬、稲（もち米）の田植え

二～三月、サトウキビ植え付け

二月、稲（うるち米）の種浸け、種おろし

三月、稲（うるち米）の田植え

三～四月、麦の収穫

七月、稲（うるち米）の刈り取り

麦刈りの後
　大豆を植え付け
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4/1～3/31
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神無月
十月

長
月
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霜月
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師走
十二月

新暦
2/23～3/3
旧暦

３月

４月
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の
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ま
わ
り

一
月
二
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吉
書
、ソ
ー
ジ
（川
神
）祭
り
な
ど

一
月
三
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祝
儀
周
り

一
月
四
日　
ハチ
バ
ル
ム
ケ
ー
（農
作
業
の安
全
祈
願
）

一
月
七
日　
七
日
節
句
（七
草
雑
炊
を
食
べる
）

一
月
一
～
十
二
日 トゥシンユウ
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支
に合
わ
せる）

一
月
五
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砂
糖
小
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備

一
月
十
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一
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（大
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一
月
十
四
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柳
餅
飾り（豊

作
祈
願
）　

一月十五日　
十五日

正月（ご馳走で祝う）

二月十五日
　ヤドイセク、ナーユウェー（製糖の中祝い）

一月十六日　
十六日節句（先祖祭り）

一月十七日　
月神祭り

一月二十日　送り正月(正月行事の仕納め）

十
二
月
二
十
九
日　
ゥワ
ー
ク
ツ
シ
（豚
の
屠
殺
）、ア
ト
ク
ン
チ
、ツ
グ
ム
リ

十
二
月
二
十
八
日　
餅
つき
の
日

十
二
月
二
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（正
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用
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腐
作
り
）

十
二
月
中
旬
～　
年
忘
れ
（親
戚
が
集
ま
り
忘
年
会
）

三月三日
　

サンガツサンチ（女の節句）

四月・午の日　

ムシアシビ（害虫を払う祭り）

四月・壬の日　
アジラネ、アンダネ（生い茂る雑木を切り、ハブを払う）

 

五
月
五
日　

端
午
の
節
句
（男
の
節
句
）
　
　
　

 

六
月
・辛
の
日　
シ
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米
、新
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穂
祭
り
）

 七月十三日　ブン（お盆）の初日、祖霊を迎える

 七
月
七
日　
タ
ナバタ

 七月十五日
　ブン（お盆）の最終日、祖霊を送る

 七月（稲刈り後）・丙の日　ヤドゥイ、カマ作り 七月・丁の日　ハモオリ、ウリユワイ

 九月　モチタボレ

 八月・戌の日
　アキムチ、モチタボレ

 八月十五日
　十五夜、ジュウグヤ

 八月十六日
　ナーアチャジュウグヤ  八月八日

　米寿の祝い 八月・戊の日
　イッサンサン、ムチムレ

 七月・戊の日　ハモオリ、ヌブィユワイ

 九 月 九 日　 ク ガ ツ ク ン チ （重 陽 の 節 句 ）

十月・午の日　
ウヤフジ祭り、天城～西阿木名

十月・巳の日　
ウヤフジ祭り、亀徳～浅間

十月（亥の日）
　

ドンガ、小島～亀津（先祖祭り）

十
一
月
～
十
二
月　

正
月
準
備
の
薪
割
り
、掃
除
な
ど
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11/7

5/18
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夏
至

▲ 

大
暑

▲ 処暑
▲ 穀 雨

▲ 

小満

▲ 秋分

大
寒 

▼

霜降 ▼

小雪 

▼

春分 ▼

緑の大文字 昔の農作業の時期
二十四節気（中気）青の文字

15 新暦の15日
15 旧暦の15日（満月）

の中の日付 新暦のイベント日付

日本では明治5年以前、６世紀ごろから長らく、月の満ち欠けの周期による太陰太陽暦、いわゆる旧暦が用いられていました。 ただ、
旧暦では１年がおよそ354日しかなく、年々季節的なズレが大きくなるため、おおむね3年ごとに閏月を設けて補正していました。 
古くから暦は農業とも密接な関係がありましたが、旧暦ではどうしても季節的なズレが生じるため、徳之島の人々は暦と併せて植
物の芽吹きや開花、渡り鳥の飛来などを利用して、田植えなどのタイミングを見計らっていました。 旧暦７月には稲の収穫儀礼で、
夏の折目（節目）の行事、ハマオリが盛大に行われます。 ハモリギンと呼ばれる晴着を着て、ハモリサバと呼ばれる新調した草履を

はいて、この折目行事にのぞみ、夏目踊りを踊って一つ歳を重ねました。 また、前年のハマオリ以降に生まれた赤子のお清め（ミーバマクマシ）が行われます。 現在を生きる私たち
は、１月１日が一年の節目となりますが、旧暦によって稲作を中心に生活をしていた徳之島の人々にとっては、ハマオリが一年の大きな節目であり、夏正月と呼ばれていました。         

※ 行事の日取りは、集落によって異なる場合があります。

江戸時代は、シキュマ・ハモオリ・ジュウグヤが徳之島の三大遊興日でした！

うるうづき

カレンダー令和６年度 旧暦行事

シリーズ天城遺産　その３３

新暦では何月何日？

じぃぐゎぬ ぐぅにゃいやしが
 きばってぃ みぃちたぼりよ！

編集：天城町教育委員会　具志堅亮、山田文彦XX


